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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　１０月　31日　(金)　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 栄養管理室より～11/3の昼食（ちらし寿司）の名簿が来ています。患者様・メニュー別に食券を渡すようにして下さい。

· 医療福祉学会誌、記念誌が病棟に届いています。各自、チェックして持参するようにして下さい。

・11/7　日勤帯に避難訓練が実施されます。各自、マニュアルに目を通しましょう。

· 転倒、転落評価を提出していないスタッフは早急に担当スタッフに提出しましょう。

· 明日の午後、東病棟から転入1名あります。

～スケカワ　ユキオ様　85歳　男性　アルツハイマー型認知症　主治医・田名部Ｄｒ　

＜患者様情報＞

· 永洞　恭子様～発熱は改善しましたが下肢痛継続しており抗菌剤（クラビット）は飲　　

み切り中止、鎮痛消炎剤（ヨウフェナック）は5日分継続処方されまし

た。

· 上村　昭吾郎様～陰部の腫脹、赤発軽減された為、抗菌剤が飲み切り中止となってい　

ます。

＜ケア検討～入浴＞

· 週末になると入浴をしていない患者様が残る傾向がある為、残らないようにするにはどうしたらいいのか今後、入浴担当になったスタッフを含め検討していく。

· 入浴担当以外のスタッフでもフロアの状況を見て、入れるスタッフがいたら入浴業務に入るなど介護リーダー、2階のリーダーは臨機応変に対応しましょう。

＜患者様への対応について＞～管理者研修の内容をもとに～

事例①大きな声でスタッフオフィスから患者様の名前を呼ぶ、強い口調・命令口調・友達

のような言葉遣いの傾向がある。

事例②意見箱に「いくら患者とはいえ若いスタッフに頭ごなしで叱られたり横柄な態度を

取られると嫌な気分になります。」と患者様より意見があった。

〇各自の感想

・良くないと思う。しかし患者様により軽い挨拶をしてくる方もいて、つ　　　　　　　い返してしまう事もある。

· 長年、勤務しているスタッフは「なあなあ」な対応になりやすい。それを新人スタッフがみて真似るのでは？

· 患者様によっては教育的な対応も必要な面がある。病気の知識をもって接するようにしているが強い口調になる時もある。

· 実際②の事例のように実際、横柄な態度をされるといやな気分になる。

· 患者様により軽い挨拶をしてしまう。

· 堅苦しいマニュアル通りの挨拶では患者様に受ける感じはどうかな？と思う。

· ある程度、距離を持って患者様に接するようにしている。

· 患者様によっては苗字でなく名前に「さん」をつけるときがある。（苗字が同じ時など）

· 患者様に名前に「さん」を付けるのは良いと思う。ただし、患者様の病気を理解して接する事が大切ではないか？

〇事例のようにならないために

・「認知症だからすぐ物事を忘れる」という考えは患者様の対応に悪い影響を及ぼすのではないか？患者様との接し方、「人生の先輩」という年齢を考えて丁寧に接していく事が大切。南病棟の患者様は投書できない方が多い。今後、良いケアをしているという投書がされるようにしていく。







